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石の宝殿研究会  (愛称 石研くらvい )

所在地 〒676-0805 高砂市米田町米田 1113-27



か

ん

と

う

し

，

　

ば

象

か
ん

観
濤
虎

跛
文
の
読
み
下
し

右
の
観
濤
虎
三
大
字
は
、
亡
き
児
　
変
孫
の
遺
墨
な
り

乙

未

の
秋
　
宦
済
し
て
自
か
ら

携

は
り
、
姫
路
の
東
南
加
茂
山
の
圧
に

之
を
　
刻
ま
し
む
。
丙

申
の
春
　
鋏
工
　
竣
り
を
告
ぐ
。
昔
、
欧
陽
永
叔

の
跛
、
顔
魯
公
の
湖
州
石
柱
記
あ
り
。
言
あ
り
て
そ
の
大
書
す
る
を
深
く

刻
み
、
或
い
は
山
圧
に
託
す
る
を
見
る
。

そ
の
用
意
未
だ
嘗

っ
て
無
窮
の
計
を
為
さ
ざ
ら
ん
や
。
今
窺
か
に
之
に
擬

す
る
の
み
。
惟
願
わ
く
ば
、
風
雨
の
剥
が
さ
れ
ず
、
鬼
神
の
護
持
せ
ら
れ

ん
こ
と
を
。
初
め
是
の
字
特
に
　
公
の
鍾

賞

を
蒙
む
り
、
の
ち
仁
寿
太
夫

に
皐
し
、
遂
に
上
石
を
得
て
更
に
幽
光
を
発
せ
ん
と
す
。
豊
亦
栄
幸
な
ら

ざ
ら
ん
や
。
児
の
字

は
亦
大
、
ひ
と
つ
の
字

は
分
峯
、
享
和

壬

戊
江
戸

に
生
ま
る
。
嘗

つ
て
読
書
を
好
み
、
芳
は
ら
翰
墨
を
弄
す
。
是
の
字
を
作

せ
る
時
年
十
又
九
、
後
三
十
二
に
し
て
逝
く
。
幾
末
も
あ
ら
ず
し
て
孫
男

の
鶴
年
も
亦
夭
す
。
憶
今
我
れ
独
り
老
ゆ
。　
姑

は
哀
痛
し
て
餘
石
に
題

す
る
こ
と
に
勉

む
る
の
み
。

天
保
七
年
二
月

伍
石
七
十
二
曳

永
根

鉱

‐
‐
‐
‐
′
′′
／

(記事)

″
跛文の読み下し

″
は 高砂市松陽学園の平成 12年 4年生 第 1班の課題研究 「観濤処と跛文の拓本と

調査」から転言己させていただきました。

この
‖
三大字"は、姫路藩士であった永根伍石の子、文峰が 19歳の時の書です。 姫路藩家老の河合寸翁

が、眺望絶佳の地であるとして、文峰の書を刻ませ、藩主の酒丼侯が賞賛しました。
″
三大字
″
の左に跛文があり、

天保 7年(1836)3月 永根伍石 が72歳の時に記したことがわかります。

(転記 石の宝殿研究会 )
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